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中
根
議
嚢
が

代
賓
闇
に

＠

4
ゆ
爵
静
確
証
前
よ
り

伊
方
再
稼
働
中
止
を
璃

地
震
で
の
安
全
性
確
保
知
事

時
国
会
で
審
議
さ
れ
る
際

に
は
、
政
府
に
お
い
て
説

明
手
法
の
工
夫
を
行
い
、

で
き
る
限
り
孟
丁
な
説
明

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

中
根
氏
　
熊
本
地
震
を

教
訓
と
す
る
な
ら
四
国
電

力
伊
方
国
籍
3
日
霞
（
愛

し
な
い
と
の
税
調
を
受
け

て
お
り
、
熊
本
地
震
を
踏

ま
え
て
も
安
全
畦
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
3
号
機
の
再
稼
働
を

や
む
を
得
な
い
と
し
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
見
解
に
変

更
は
な
い
。

中
根
氏
　
今
年
3
月
に

公
表
さ
れ
た
療
養
病
簾
実

態
調
査
の
結
果
を
ど
う
受

け
止
め
る
か
。

山
杢
程
康
政
策
部
長

全
国
の
値
に
比
べ
、
医

療
の
必
要
度
が
低
い
患

者
の
割
合
が
2
2
・
3
拘
高

い
こ
と
な
ど
が
特
徴
に
挙

げ
ら
れ
る
。
壷
帥
化
が
進

ん
だ
中
山
間
地
域
を
抱

え
、
家
庭
の
介
護
男
が
せ

い
弱
で
あ
る
と
い
っ
た
背

中
根
氏
　
国
民
に
内
容
媛
県
伊
方
町
）
は
豪
側
最
か
ら
長
期
療
養
の
入
院

を
説
明
で
き
な
い
よ
う
な
す
る
状
況
に
な
い
。
中
止
ニ
ー
ス
が
高
い
本
県
の
特

津
波
避
難
タ
ワ
ー

宮
川
成
＝
最
高
課

長
芽
に
初
の
茅
渡
琵
ダ
フ
、
か

東
取
）
、
日
義
。
覇
災
念
．

南
海
中
学
貴
賓
参
埋

簾
南
的
肌
の
教
唆
に
き
っ
は
上

唇
？
肌
、
紗
細
入
収
摩
．
ァ
白

面
や
て
襲
仁
の
青
身
レ
∠
り
ハ
ー

こ
の
怠
れ
牽
珍
薯
間

中
お
休
み
レ
孝
す
。
ま
車
の
ご
要

撃
ろ
レ
｛
倉
麗
し
レ
ま
す
。

夏
日
帝
●
ビ
ラ
や
お
香
雀
宮

掠
太
平
漣
遥
諾
達
（
T

P
P
）
は
、
恕
回
以
外
に

ない。尾
崎
知
事
　
参
加
国
と

の
秘
密
保
護
の
取
り
決
め

な
ど
で
全
て
の
情
報
を
開

一
蛮
9
る
こ
と
に
は
一
定
の

制
約
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
今
後
、
“
臨

○

　

　

　

　

●

を
求
め
る
べ
き
だ
。
　
徴
の
一
端
を
示
し
て
い

尾
脆
知
事
　
四
書
と
の
る
。
単
は
病
床
を
減
ら

勉
強
会
な
ど
で
、
伊
方
原
す
の
で
は
な
く
住
み
慣

発
の
安
全
上
重
要
窓
饅
れ
た
地
域
で
療
養
が
可
能

や
設
備
は
、
万
が
一
、
基
法
体
制
を
構
築
す
る
よ

準
地
接
覇
（
耐
震
設
計
の
う
、
今
後
の
地
蔵
医
療
構

目
安
と
な
る
地
雲
に
椙
葱
の
策
定
に
反
映
し
た

当
す
る
怒
れ
が
繰
り
返
し
い
。

起
こ
っ
て
も
機
能
茅
喪
失

o

　

　

　

●

　

　

　

○

　

　

　

●

、ヽ－－ニー

〕
う
（
4
、
1

の
　
『
厚
賀
を
拓
く
〝

んや
④
佳
日
・
み
か
じ
り
き

ん
逆
毛
二
五
白
山
興
宮
小

会
．
治
し
U
商
の
な
か

整
軽
易
皇
室
竃
等
壱
霜
雪
管

長
に
終
着
、
萎
蛋
つ
レ
．
諸
国

民
看
ド
ロ
ボ
ー
罵
り
…
蕾
す
。

＿　－＿　囲
∴四　日

．
自
軍
戎
憲
樺
箆
諦
脚
．
急
落
「

霊
ビ
ア
ペ
ノ
ミ
グ
否
争
痔
∵
と
し
、
散
筋

賽
の
よ
日
活
姦
押
し
つ
け
ば
国
際
霞
、

七
利
の
留
針
－
紅

琴
曲
哲
逆
で
審
判
を

㈱ぬよす

か
じ
ラ
ビ
と
∪
斉
し
存
．

鳴
り
陳
の
”
掌
〟
に

力
が
こ
も
り
ま
す
。

L
I
よ
い
よ
来
月
f
O
富
が

縁
蜜
つ
段
雷
．
圭
双

董
一
人
ひ
と
り
が
、
〃
歴
塚

毛
ひ
ろ
∠
ち
漸
簡
単
一

目
－
畠
合
わ
せ
〃
‥

④
8
庭
坤
壷
管

の
“
退
位
駅
，
読
襲
。

鳥
9
0
人
が
参
加
し

飲
列
．
高
村
の
畿
鱈
夢
種

田
．
帝
に
憾
教
の
廉
棺
巻

に
名
を
湊
ね
存
－
人
の

町
内
会
長
雪
町
内
の
筋

話
せ
ば
な
い
」
序
会
員

に
せ
が
を
恥
辱
名
と
」
，

こ
皆
自
首
る
坊
面
予

告
民
、
高
良
帝
ワ
ー
ぜ

賞
昌
と
の
哩
重
合

怨
、
景
観
三
m
寄
附
薔

ス
ト
ッ
プ
′
″
∧
。

⑦
一
柳
の
二
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
釜
袈
答
へ
．
7
8
つ
め

束
重
畳
を
ん
の
凌
術
、

パ
ワ
ー
重
度
働
、
古
布
。
＼


